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当社 FCD 製品の販売体制強化により海外市場進出を加速 

～オリエンタル酵母工業株式会社との販売提携のお知らせ～ 

 

株式会社サイフューズ（本社：東京都港区、代表取締役：秋枝 静香）は、このたび、当社の機能性細

胞デバイス（FCD®）製品（※1）のグローバルな市場浸透及び事業拡大を加速するため、新たにオリエン

タル酵母工業株式会社（本社：東京都板橋区、代表取締役社長：新井 秀夫）と販売提携契約を締結し、

販売体制を一層強化したことをお知らせいたします。 

 

１．本提携の背景 

新薬開発においては長年、動物を用いた安全性試験が必須とされてきましたが、近年、科学的・倫

理的観点からその限界が指摘されています。こうした中、米国食品医薬品局（FDA）や米国国立衛

生研究所（NIH）は、動物実験を削減し、人工知能（AI）やヒトの培養細胞を利用した代替技術に

置き換えていく方針を次々に公表しております。（※2）。 

これらの国際的な動向は、当社の FCD 製品のようなヒト由来の細胞や組織を用いた新たな評価シ

ステムが、医薬品開発のコスト・時間削減や動物福祉向上に貢献する次世代のツールとして、大き

な注目を集めていることを示しています。 

 

２．オリエンタル酵母工業株式会社との戦略的パートナーシップ 

当社では独自の FCD 製品「ヒト 3D ミニ肝臓®」を通じて、医薬品開発において実験動物を使わ

ないアプローチとして高い評価をいただき、国内市場での販売体制を構築・強化してまいりました。 

今後は、FCD 製品シリーズを米国を中心とした海外市場に展開することで、世界の創薬現場にお

けるニーズの的確な把握並びに製品改良・開発・販売の強化を図ってまいります。 

今回、細胞培養や再生医療などのライフサイエンス分野においてグローバル展開に強みを有する

オリエンタル酵母工業株式会社（https://www.oyc.co.jp）との戦略的パートナーシップを構築する

ことで、国内市場での顧客基盤の強化のみならず同社の豊富な知見と販売ネットワークを活かすこ

とにより、当社の FCD 製品が動物実験を削減・改良する国際的な次世代評価市場への本格的進出

に繋がることが期待されます。 

 

３．今後の展望 

当社は、今後も販売パートナー各社との連携を一層強化し、様々な臓器の機能を再現した画期的

な製品を市場に投入し、FCD 製品のラインナップを拡充することで、多様な成長産業分野（医薬品、

食品、化粧品など）への拡大展開を目指し、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

https://www.oyc.co.jp/


  

【FCD 製品の拡大展開】 

※開示資料「2025年 12月期 第２四半期決算説明会資料」より 

 

※1：機能性細胞デバイス（Functional Cellular Device；FCD®） 

機能性細胞デバイス（FCD®）とは、当社の独自の基盤技術である「バイオ 3D プリンティング」を用いて作製され

る３次元の細胞構造体であり、ヒト臓器の機能の一部を体外で再現する特性を有しています。従来の 2 次元細胞培

養では再現が難しかった生体内の複雑な環境や機能を三次元において再現することで、新薬開発における薬物応答

性の評価や疾患メカニズムの解明等に貢献することが期待される新たな 3D 細胞製品です。また、FCD 製品は、安

定した品質と高いユーザビリティーを特徴としており、医薬品開発の時間・コスト削減、将来的には、現代の社会

的課題である動物を使わない次世代の評価ツールとして期待されています。当社では、今後も FCD®の製品ライン

ナップを拡充し、社会的課題解決への貢献を目指してまいります。 

 

※2：新薬開発に対する米国の方針 

新薬開発では長年、動物を用いた安全性試験が必須とされてきましたが、近年この動物実験モデルの限界が科学的・

倫理的観点から指摘されており、「より人に近いモデル」で安全性や有効性を評価できないかというニーズが高まっ

てきておりました。近年の生命科学技術の発展により、ヒト由来の細胞や組織を用いた方法やコンピュータでシミュ

レーションを行う新手法が登場しております。これらの試験法は、動物を使わずにヒトでの薬物反応をより的確に予

測できる可能性を秘めており、同時に時間・コストの削減や動物福祉の向上にも資すると期待されています。こうし

た状況の中、2025 年 4 月、米国食品医薬品局（FDA）と米国国立衛生研究所（NIH）は、相次いで新薬の臨床試験

前の安全性確認のための動物実験の削減や、人工知能（AI）や人の培養細胞を利用した代替技術を用いてこれまで動

物実験でできなかったことを改善する方針を発表しました[1]。安全な治療をより迅速かつ確実に患者に提供できる

と同時に、研究開発費と薬価を削減できる可能性を秘めており、公衆衛生と倫理の双方にとってメリットがあると言

われています。 

 

[1] “FDA Announces Plan to Phase Out Animal Testing Requirement for Monoclonal Antibodies and Other Drugs”  

https://www.fda.gov/news-events/press-announcements/fda-announces-plan-phase-out-animal-testing-requirement-monoclonal-

antibodies-and-other-

drugs#:~:text=The%20FDA's%20animal%20testing%20requirement,Approach%20Methodologies%20or%20NAMs%20data. 

 

 

 

https://www.fda.gov/news-events/press-announcements/fda-announces-plan-phase-out-animal-testing-requirement-monoclonal-antibodies-and-other-drugs#:~:text=The%20FDA's%20animal%20testing%20requirement,Approach%20Methodologies%20or%20NAMs%20data
https://www.fda.gov/news-events/press-announcements/fda-announces-plan-phase-out-animal-testing-requirement-monoclonal-antibodies-and-other-drugs#:~:text=The%20FDA's%20animal%20testing%20requirement,Approach%20Methodologies%20or%20NAMs%20data
https://www.fda.gov/news-events/press-announcements/fda-announces-plan-phase-out-animal-testing-requirement-monoclonal-antibodies-and-other-drugs#:~:text=The%20FDA's%20animal%20testing%20requirement,Approach%20Methodologies%20or%20NAMs%20data


  

 

なお、本件が当社業績に与える影響につきましては軽微でありますが、今後の当社の企業価値向上に

資するものであり、今後公表すべき事項が生じた場合には、速やかに公表いたします。 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社サイフューズ 経営管理部 

アドレス：ir@cyfusebm.com 
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